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アルミ額縁
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モルタル詰

打放し仕上（Ｂ）の上
防水形外装薄塗材(Ｅ)(新設)

打放し仕上（Ｃ）の上
防水形外装薄塗材(Ｅ)(新設)

コンクリート直均し仕上の上
防水形外装薄塗材(Ｅ)(新設)

(トップコートのみ)

水切目地

打継ぎ目地
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 図示

雑詳細図(１)

A-041

１／５外壁目地詳細図 新設耐震スリット詳細図 １／５
１

２

１

３
窓廻り詳細図(１)

１

１／１０

１／１０窓廻り詳細図(２)
４

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

１

１

注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

　躯体新設範囲を示す。 　仕上等新設範囲を示す。注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

　仕上等新設範囲を示す。

　躯体新設範囲を示す。

注　記 図中表記材は、全て新設とする。

　仕上等新設範囲を示す。

　躯体新設範囲を示す。

注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

窓Ｗ×Ｈ寸法は建具表を参照とする。

窓Ｗ×Ｈ寸法は建具表を参照とする。

１

１

壁芯

壁
芯

壁
芯

壁芯

実 施



外壁仕上：
吹付タイル※

シーリング10×10※

鋼製押え金物
L-30×30×3※

外壁仕上：
吹付タイル※

コンクリート直均し仕上
無筋コンクリートt=100
均しモルタルt=30
シート露出防水※

外壁仕上：
既存下地調整の上

防水形外装薄塗材(Ｅ)

塩ビ被覆鋼板製
押え金物

シーリング10×10

工法:S3S工法
防水種別:S-M2
（機械的固定工法）
既存下地調整の上
発砲ポリエチレン製
絶縁用シート
合成高分子系ルーフィング
シート防水
（塩化ビニル樹脂系）
脱気装置
（平場80㎡程度に1ヶ所）

既存下地調整の上
塗膜防水(Ｘ－２)

外壁仕上：
既存下地調整の上

防水形外装薄塗材(Ｅ)

横引きルーフドレインφ100
（ストレーナーのみ※）

横引き改修用ドレイン
ストレーナーシート露出防水※

合成高分子系ルーフィング
シート防水（塩化ビニル樹脂系）

シート露出防水※

シーリング10×10

既存下地調整の上
塗膜防水(Ｘ－２)

鋼製押え金物
L-30×30×3※

シーリング
10×10※

コンクリート直均し仕上
無筋コンクリートt=100
均しモルタルt=30
シート露出防水※

シート露出防水※

鋼製押え金物
L-30×30×3※

シーリング
10×10※

コンクリート直均し仕上
無筋コンクリートt=100
均しモルタルt=30
シート露出防水※

シート露出防水※

工法:S3S工法
防水種別:S-M2
（機械的固定工法）
既存下地調整の上
発砲ポリエチレン製
絶縁用シート
合成高分子系ルーフィング
シート防水
（塩化ビニル樹脂系）
脱気装置
（平場80㎡程度に1ヶ所）

工法:S3S工法
防水種別:S-M2
（機械的固定工法）
既存下地調整の上
発砲ポリエチレン製
絶縁用シート
合成高分子系ルーフィング
シート防水
（塩化ビニル樹脂系）
脱気装置
（平場80㎡程度に1ヶ所）

合成高分子系ルーフィング
シート防水（塩化ビニル樹脂系）

合成高分子系ルーフィング
シート防水（塩化ビニル樹脂系）

合成高分子系ルーフィング
シート防水（塩化ビニル樹脂系）

シーリング10×10

塩ビ被覆鋼板製
押え金物

塩ビ被覆鋼板製
押え金物

シーリング10×10

既存下地調整の上
塗膜防水(Ｘ－２)

既存下地調整の上
塗膜防水(Ｘ－２)

コンクリート直均し仕上
無筋コンクリートt=100
均しモルタルt=30
シート露出防水※

シーリング10×10※

鋼製押え金物
L-30×30×3※

工法:S3S工法
防水種別:S-M2
（機械的固定工法）
既存下地調整の上
発砲ポリエチレン製
絶縁用シート
合成高分子系ルーフィング
シート防水
（塩化ビニル樹脂系）
脱気装置
（平場80㎡程度に1ヶ所）

塩ビ被覆鋼板製
押え金物
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 図示

雑詳細図(２)

A-042

１／１０

改修後改修前

１／１０パラペット廻り詳細図（２）パラペット廻り詳細図（１）

配管用ハト小屋廻り詳細図

改修後改修前

１／１０

改修後改修前

１／１０ 機械基礎廻り詳細図

改修前 改修後

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

※印は、撤去部を示す。注　記 注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

下地調整：水洗い・清掃・不陸調整等

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

※印は、撤去部を示す。注　記 注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

下地調整：水洗い・清掃・不陸調整等

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

※印は、撤去部を示す。注　記 注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

下地調整：水洗い・清掃・不陸調整等

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

※印は、撤去部を示す。注　記 注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

下地調整：水洗い・清掃・不陸調整等

１

２ ２

２

２

３

２

４

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

RSL

PRT

実 施



鋼製押え金物
L-30×30×3※

鋼製押え金物
L-30×30×3※

シーリング
10×10※

シーリング10×10※

シーリング10×10※

シーリング10×10※

鋼製押え金物
L-30×30×3※

コンクリート直均し仕上
無筋コンクリートt=100
均しモルタルt=30
シート露出防水※

工法:S3S工法
防水種別:S-M2
（機械的固定工法）
既存下地調整の上
発砲ポリエチレン製
絶縁用シート
合成高分子系ルーフィング
シート防水
（塩化ビニル樹脂系）
脱気装置
（平場80㎡程度に1ヶ所）

シーリング10×10

塩ビ被覆鋼板製
押え金物

シーリング
10×10

シーリング10×10

シーリング10×10

塩ビ被覆鋼板製
押え金物

塩ビ被覆鋼板製
押え金物
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Ｂ
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

施工地名

図 面 名

縮　　尺 図示

雑詳細図(３)

工 事 名

A-043

改修後改修前

平面詳細図　１／２０

断面詳細図　１／２０

ａ－ａ断面詳細図
１／１０

平面詳細図　１／２０

断面詳細図　１／２０

ａ－ａ断面詳細図
１／１０

１／１０・２０天窓屋根詳細図

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

※印は、撤去部を示す。注　記 注　記 図中表記材は、全て新設とする。

寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

下地調整：水洗い・清掃・不陸調整等

　は屋根防水（合成高分子系ルーフィングシート防水（塩化ビニル樹脂系））新設部を示す。

　は外壁仕上（防水形外装薄塗材(Ｅ)）新設部を示す。寸法等は、現場にて再度計測の上調整の事。

　は屋根防水（シート露出防水）撤去部を示す。

　は外壁仕上（吹付タイル）撤去部を示す。

１

ａ

ａ

ａ

ａ

３

RSL

PRT

RSL

PRT

実 施



ＯＰＥＮ
Ｄ’展開

400×400400×400

480×480

430×430 430×430

480×480

ＯＰＥＮ
Ａ’展開

巾木：
ビニル巾木（撤去）
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺

展開図(１)

1/100

ＤＣＢ

Ｃ ＤＢ

ＣＢ ＢＡ

Ａ

Ｃ ＤＢ

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ａ Ａ’ Ｄ’

Ａ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

１Ｆ　玄関ホール　展開図　１／１００

１Ｆ　ポンプ室　展開図　１／１００

１Ｆ　次亜塩素貯槽室　展開図　１／１００

１Ｆ　薬注室　展開図　１／１００

１Ｆ　ブロアー室　展開図　１／１００

１Ｆ　ブロアー室　展開図　１／１００

１Ｆ　塩素滅菌室　展開図　１／１００

A-044

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

仕上等撤去範囲を示す。

注　記

・耐震補強箇所に関わる躯体・建具・モルタル等の改修範囲は、
　部分詳細図を参照とする。

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

改　　　　修　　　　前

実 施



ＯＰＥＮ
Ｄ’展開

400×400400×400

430×430 430×430

ＯＰＥＮ
Ａ’展開

巾木：
ＥＰ塗（新設）

壁仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ビニル巾木（新設）

壁仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

壁仕上：
グラスウール吸音材t=25の上

有孔石膏ボードt=7
(耐震補強箇所以外存置)

ＥＰ塗（新設）

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

ＤＣＢ

Ｃ ＤＢ

ＣＢ ＢＡ

Ａ

Ａ Ｃ ＤＢ

ＢＡ Ｃ Ｄ

Ａ Ａ’ Ｄ’

展開図(２)

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

１Ｆ　玄関ホール　展開図　１／１００

１Ｆ　ポンプ室　展開図　１／１００

１Ｆ　塩素滅菌室　展開図　１／１００

１Ｆ　ブロアー室　展開図　１／１００

１Ｆ　ブロアー室　展開図　１／１００

１Ｆ　次亜塩素貯槽室　展開図　１／１００

１Ｆ　薬注室　展開図　１／１００

A-045

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

仕上等新設範囲を示す。

注　記

・耐震補強箇所に関わる躯体・建具・モルタル等の改修範囲は、
　部分詳細図を参照とする。

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

2FL=+18.040

1FL=+14.270

改　　　　修　　　　後

実 施



ＯＰＥＮ
Ａ’展開

180×180

巾木：
ビニル巾木（撤去） 巾木：

ビニル巾木（撤去）

巾木：
ビニル巾木（撤去）

巾木：
ビニル巾木（撤去）

３ Ｄ ３ Ｃ

２ ３ ＡＢ ３ Ａ Ｂ

４ ４ ＣＢ
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ＣＢＡ
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

展開図(３)

Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ

Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ ＤＡ

ＣＢ ＤＡ Ａ Ｂ

ＤＣ

Ｂ

Ａ ＣＢ Ｄ

Ｄ ＡＤ’

ＣＢ ＤＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

A-046

２Ｆ　湯沸室　展開図　１／１００２Ｆ　水質試験室　展開図　１／１００

２Ｆ　ろ過池・沈殿池上部　展開図　１／１００ ２Ｆ　薬品保管室　展開図　１／１００

２Ｆ　電気室　展開図　１／１００

２Ｆ　会議室　展開図　１／１００ ２Ｆ　管理室　展開図　１／１００

２Ｆ　ろ過池・沈殿池上部　展開図　１／１００

２Ｆ　会議室　展開図　１／１００２Ｆ　ホール　展開図　１／１００

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

仕上等撤去範囲を示す。

注　記

・耐震補強箇所に関わる躯体・建具・モルタル等の改修範囲は、
　部分詳細図を参照とする。

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040
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RSL=+21.670
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RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

改　　　　修　　　　前

実 施



ＯＰＥＮ
Ａ’展開

180×180

巾木：
ビニル巾木（新設）

巾木：
ビニル巾木（新設）

巾木：
ビニル巾木（新設）

壁・柱型仕上：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型仕上：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ＥＰ塗（新設）

Ａ面壁仕上：
１００角陶器質タイル

(耐震補強箇所以外存置)

壁・柱型・梁型仕上：
ＥＰ塗（新設）

壁・柱型仕上：
ＥＰ塗（新設）

巾木：
ビニル巾木（新設）

Ｂ、Ｃ、Ｄ面壁仕上
柱型仕上：
ＥＰ塗（新設）
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４ ＢＡ

３ Ｄ Ｃ ２

Ｄ Ｃ

ＣＢＡ

Ｃ Ｂ １ ２ ３ Ｃ Ｂ Ａ

１ Ｄ Ｃ

ＤＣ

４ Ｂ Ａ ４ ４Ｄ Ｄ

3,
63

0

2,
50

0

3,
63
0

2,
50

0

3,
63
0

3,
63
0

3,
63

0

3,
63

0

2,
50

03,
63
0

2,
50
03,
63

0

5,145

5,1455,145

10,100 7,990

5,145

6,710290 215 4,8007,0004,000 7,000 4,000 1,000 5,500 215

3,
63

0

2,
50

0

4,200
340

749.9953271,800

53
5
15

97
0

1,
20

0

10
0

749.995327

2,
00
0

10
0

749.995327

2,
00
0

1,
10

0

1,
10

0

1,
10

0100100

10
0

10
0

10
0

6,100

1,800

10
0

3,000

6,100 3,0005,500

215

10
0

97
0

1,
20

0

270 4,450

1,700

1,700

2,
00
0

4,145 215 5,050 290

5,540 3,670

215 4,145

1,800 749.995327

2,
00
0

580

10
0

10
0

540 740

10
0

5,145

1,200

1,625215

215

2,
00

0

1,200 1,400850

10
0

430 590

5,650 5,145 215700 7002155,650290

1,700

10
0

10
0

97
0

1,
20

0

2,
46

0

10
0

2,
53

0
73

2

10
0

2,
53

0
73

2

10
0

2,
53

0
73

2440 390

280

430

590

230 280

230 390 440

1,700

2,
00

0

10
0

2,
53

0
73

2
7,990 10,100 5,145 5,145

290 270 215 215

808080

1,800 5,540 8501,400

97
0

1,
20

0

2,
00

0

10
0

2,
58
0

68
2

10
0

2,
58
0

68
2

230

440

740 430 590
430

340 490 340

230330

10
0

2,
58

0
68

2

10
0

2,
58

0
68

2

740

270

440

290

80230

340

215

330 80

430

215 215

4,990280.000008 4,990 280.000008

5,500

215

10
0

2,
05

0

900

215

2,
05
0

900 3,670

1,
57

0
60

0

215 215

5,500 5,500

2,
60
0

1,700

1,800

97
0

1,
20

0

1,800

97
0

1,
20

0

22080.000008

80 230

22080.000008

10
0

3,
26

2

10
0

2,
58

0
68

2

10
0

2,
58

0
68

2

230 80

430570

290

5,145

215

590430

340 490

80 230

5,1452905,050

215215 215

5,050290

215

97
0

1,
20

0

3,670

97
0

1,
20

0

3,670

10
0

10
0

10
0

10
0

2,
00

0

1,200

80 80 80 80 8080 80 80 80 80 8080 8080

80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

80 80 80 80 80 80 80 80
80 80

80 80 80 80 80.000008

80

80 80 80 80.000008 80 80

80 80 80 80 80 80 80 80

97
0

1,
20

0

430

230
80

80

230 430

600

60
0

97
0

600

60
0

97
0

1,8001,800

97
0

1,
20

0

3,
63

0

2,
50
0

2903,100 3,100290215 2,400 2152,400

749.995327

2,
00
0

1,800

80
0

94
0

90
0

1,8001,754.94239

97
0

1,
20

0

58080 80 80 430 80

80

80

80 80

550 550

385

10
0

3,
26

2

1,500

2,
00

0

2,
00
0

1,200

1,700

2,
00
0

設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ

Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ ＤＡ

ＣＢ Ｄ

２Ｆ　管理室　展開図　１／１００

Ａ Ａ Ｂ

ＤＣ ＣＢ ＤＡ

Ｂ

Ａ ＣＢ Ｄ

Ｄ ＡＤ’

展開図(４)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２Ｆ　ろ過池・沈殿池上部　展開図　１／１００

２Ｆ　電気室　展開図　１／１００

２Ｆ　水質試験室　展開図　１／１００ ２Ｆ　湯沸室　展開図　１／１００

２Ｆ　薬品保管室　展開図　１／１００

２Ｆ　ろ過池・沈殿池上部　展開図　１／１００

２Ｆ　会議室　展開図　１／１００

２Ｆ　ホール　展開図　１／１００ ２Ｆ　会議室　展開図　１／１００

A-047

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

仕上等新設範囲を示す。

注　記

・耐震補強箇所に関わる躯体・建具・モルタル等の改修範囲は、
　部分詳細図を参照とする。

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

2FL=+18.040

RSL=+21.670

改　　　　修　　　　後

実 施
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/50

建具表(１)

A-048

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

その他

符号　・　名称　・　個数

形状・寸法

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

共

通

事

項

具

略

号

ガ

ラ

ス

略

号

建

種　　　　別

アルミニウム製

鋼　　　　　製

鋼　製　軽　量

ステンレス製

戸 窓 ヘッドドア 紙障子 ふすま シャッター

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

Ｐ Ｈ

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

木　　　　　製

　Ｆ　　　型板ガラス

　Ｐ　　　フロート板ガラス

ガラリ

ａＷ

網戸

物

金

略

号

Ｄ　Ｃ　　ドアクローザー

Ａ　Ｈ　　オートヒンジ

Ｆ　Ｈ　　フロアヒンジ

Ｐ　Ｈ　　ピポットヒンジ

Ｎ　Ｆ　　網入型板ガラス

オーバー

Ｎ　Ｐ　　網入みがき板ガラス

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

とする。（内部サムターン付）

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。 　８．

　９．

１０．

特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。

特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

防火戸の位置は建具配置図による。

特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

充填は行わないものとする。

する。

特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。１４．

１１．

１２．

１３．

１５．

（Ｌ－５０×５０×６）の通し物とする。

ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル

ＡＷ－５

２Ｆ　会議室

アルミ製引違い連窓 １

線入りガラス　ｔ＝６．８

６０

全て撤去

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板
三方ラワン額縁２５×３５
ラワン膳板２５×３５

ＡＷ－６ アルミ製引違い連窓

６０

全て撤去

Ｐ　ｔ＝３．０

２Ｆ　管理室

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板
三方ラワン額縁２５×３５
ラワン膳板２５×３５

アルミ製引違い窓

全て撤去

ＡＷ－９

１Ｆ　ブロアー室

７０

（Ｐ　ｔ＝３．０）＋（空気層　ｔ＝６．０）
＋（Ｐ　ｔ＝３．０）

１

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板
三方ラワン額縁２５×３５
ラワン膳板２５×３５

８ＡＷ－２ アルミ製引違い連窓

線入りガラス　ｔ＝６．８

６０

全て撤去

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板
三方ラワン額縁２５×３５
ラワン膳板２５×３５

ＡＷ－１ アルミ製引違い窓

線入りガラス　ｔ＝６．８

６０

全て撤去

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板
ラワン膳板２５×３５

線入りガラス　ｔ＝６．８

６０

全て撤去

１ＡＷ－４

付属金物一式

４ １

２ＳＧ－３

１Ｆ　ポンプ室

全て撤去

ＯＰ塗

４５

固定ガラリ

鋼製ガラリ

付属金物一式、アルミ水切板
三方鋼製額縁２５×３５
鋼製膳板２５×３５

全て撤去

ＯＰ塗

４５

固定ガラリ

鋼製ガラリ １ＳＧ－１

１Ｆ　ブロアー室

付属金物一式
三方鋼製額縁２５×３５
鋼製膳板２５×３５

１Ｆ　ポンプ室
２Ｆ　電気室、ろ過池・沈殿池上部

アルミ製ガラリ付き滑り出し窓

１Ｆ　物入

２ＳＤ－１ 鋼製片開きフラッシュ戸

８０

可動ガラリ

丁番、ＤＣ、握り玉

線入りガラス　ｔ＝６．８

全て撤去

４０

ＯＰ塗

１Ｆ　塩素滅菌室、次亜塩素貯槽室

１Ｆ　玄関ホール
２Ｆ　ホール、休憩室

改　　　　修　　　　前

実 施
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/50

建具表(２)

A-049

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

その他

符号　・　名称　・　個数

形状・寸法

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

共

通

事

項

具

略

号

ガ

ラ

ス

略

号

建

種　　　　別

アルミニウム製

鋼　　　　　製

鋼　製　軽　量

ステンレス製

戸 窓 ヘッドドア 紙障子 ふすま シャッター

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

Ｐ Ｈ

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

木　　　　　製

　Ｆ　　　型板ガラス

　Ｐ　　　フロート板ガラス

ガラリ

ａＷ

網戸

物

金

略

号

Ｄ　Ｃ　　ドアクローザー

Ａ　Ｈ　　オートヒンジ

Ｆ　Ｈ　　フロアヒンジ

Ｐ　Ｈ　　ピポットヒンジ

Ｎ　Ｆ　　網入型板ガラス

オーバー

Ｎ　Ｐ　　網入みがき板ガラス

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

とする。（内部サムターン付）

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。 　８．

　９．

１０．

特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。

特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

防火戸の位置は建具配置図による。

特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

充填は行わないものとする。

する。

特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。１４．

１１．

１２．

１３．

１５．

（Ｌ－５０×５０×６）の通し物とする。

ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル

１　アルミ製嵌殺し窓ＡＷ－１０６

２Ｆ　管理室

Ｐ　ｔ＝５．０

７０

部分詳細図による

メーカー仕様による

ＢＣ－１種

全て新設

１

４

付属金物一式
三方アルミ額縁２５×５５（両側）
アルミ膳板２５×５５（両側）

７０

部分詳細図による

メーカー仕様による

ＢＢ－１種

１

３

ＡＷ－１０４ １　アルミ製ガラリ付き滑り出し窓

１Ｆ　物入

付属金物一式、アルミ水切板　見込８５
三方アルミ額縁２５×２５
アルミ膳板２５×２５、ハンドル、開き調整器

ＮＰ　ｔ＝６．８

開口率３０％

４０

全て新設

全て新設

１Ｆ　次亜塩素貯槽室

１

ＤＰ(ＦＵＥ)塗

ＳＤ－２０１　鋼製片開きフラッシュ戸

２Ｆ　ろ過池・沈殿池上部

ＮＰ　ｔ＝６．８

２

７０

部分詳細図による

網戸、全て新設

メーカー仕様による

ＢＢ－１種

１

３

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板　見込８５
三方アルミ額縁２５×２５
アルミ膳板２５×２５

ＡＷ－１０２　アルミ製引違い窓

ＮＰ　ｔ＝６．８

２

７０

部分詳細図による

メーカー仕様による

ＢＢ－１種

１

３

付属金物一式、クレセント、アルミ水切板　見込８５
三方アルミ額縁２５×２５
アルミ膳板２５×２５

　アルミ製引違い窓ＡＷ－１０１

２Ｆ　ホール、休憩室

１２０

丁番、戸当り、ＤＣ、あおり止め
シリンダー箱錠（レバーハンドル）

＜４－２２－４＞　くつづり＜４－３１－１＞

網戸、ブラインド(直付け(休憩室のみ))全て新設

改　　　　修　　　　後

実 施
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/50

建具表(３)

A-050

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

その他

符号　・　名称　・　個数

形状・寸法

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

形状・寸法

その他

符号　・　名称　・　個数

見込　　（ランマ）

硝子　　（ランマ）

ガラリ

場所

仕上（枠共）

見込取合　沓摺

枠記号　沓摺（水切）記号

建具枠

建具

建具金物

共

通

事

項

具

略

号

ガ

ラ

ス

略

号

建

種　　　　別

アルミニウム製

鋼　　　　　製

鋼　製　軽　量

ステンレス製

戸 窓 ヘッドドア 紙障子 ふすま シャッター

ＡＤ

ＳＤ

ＬＤ

ＳＳＤ

ＷＤ

ＡＷ

ＳＷ

ＳＳＷ

ＷＷ

ＡＧ

ＳＧ

ＳＳＧ

ＷＧ

ＡＯＤ

ＳＯＤ

Ｐ Ｈ

ＡＳ

ＳＳ

ＬＳ

ＳＳＳ

木　　　　　製

　Ｆ　　　型板ガラス

　Ｐ　　　フロート板ガラス

ガラリ

ａＷ

網戸

物

金

略

号

Ｄ　Ｃ　　ドアクローザー

Ａ　Ｈ　　オートヒンジ

Ｆ　Ｈ　　フロアヒンジ

Ｐ　Ｈ　　ピポットヒンジ

Ｎ　Ｆ　　網入型板ガラス

オーバー

Ｎ　Ｐ　　網入みがき板ガラス

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

但し、押板、押棒の場合は、シリンダ本締り錠とする。

ＡＨ、ＦＨを除きＤＣの有無にかかわらず出入口には戸当り、あおり止め（防火戸を除く）をつける。

壁仕上げボ－ド類等の場合は床付とする。（但し、通行に支障のあるものは除く。）

大型、気密鋼製建具はシリンダ本締り錠付きとする。

パイプスペ－ス、ダクトスペ－スの点検扉の鍵はシリンダ本締り錠（特記なき限り同一キ－）

アルミニウム製窓の締り金物、排煙口操作レバ－の位置は床から１，５００以内とする。

便所等の施錠を必要としない箇所は空錠とし、押板、押棒の場合は錠不要とする。

特記なき限り外部に面するガラリは防鳥網付きとする。

とする。（内部サムターン付）

特記なき限り外部はシリンダ箱錠（内部サムタ－ン）とし内部は本締り付きモノロックとする。 　８．

　９．

１０．

特記なき限り内部建具ガラリはイ型とする。

特記なき限り鋼製戸の見込みは４０ｍｍとする。

防火戸の位置は建具配置図による。

特記なき限り気密扉・簡易気密扉の吸音材の

階段室の施錠を必要としない箇所は空錠とする。

特記なき限り両開きの防火戸は順位調整器付と

充填は行わないものとする。

する。

特記なき限り扉の取手はレバーハンドルとする。１４．

１１．

１２．

１３．

１５．

（Ｌ－５０×５０×６）の通し物とする。

ＡＴ－２、ＡＴ－４の補強材はアングル

１ＳＳ－１ 鋼製軽量シャッター

建具塗装の更新（シャッターボックス共）

１鋼製両開きフラッシュ戸

１Ｆ　ポンプ室

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＤ－２Ａ１ＳＤ－２ 鋼製両開きフラッシュ戸

１Ｆ　ポンプ室

８０

４０

建具塗装の更新

１Ｆ　薬注室

鋼製両開きフラッシュ戸ＳＤ－４ １

可動ガラリ

８０

４０

１Ｆ　管廊

鋼製片開きフラッシュ戸 １

ＳＯＰ塗（新設）ＳＯＰ塗（新設）

ＳＤ－５

１Ｆ　塩素滅菌室

４５

固定ガラリ

鋼製ガラリ １ＳＧ－１

１Ｆ　ブロアー室

付属金物一式
三方鋼製額縁２５×３５
鋼製膳板２５×３５

建具塗装の更新

ＤＰ(ＦＵＥ)塗（新設）

４５

固定ガラリ

鋼製ガラリ

付属金物一式、アルミ水切板
三方鋼製額縁２５×３５
鋼製膳板２５×３５

ＳＧ－２

ＤＰ(ＦＵＥ)塗（新設） ＤＰ(ＦＵＥ)塗（新設）

建具塗装の更新

１

ＳＤ－１ 鋼製片開きフラッシュ戸 １

建具塗装の更新

１Ｆ　薬注室

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

鋼製両開きフラッシュ戸

ＳＯＰ塗（新設）

８０

４０

建具塗装の更新

１Ｆ　薬注室、ブロアー室

ＳＤ－３ ２

８０

４０

建具塗装の更新

ＬＤ－１ 鋼製軽量両開きフラッシュ戸 １

ＤＰ(ＦＵＥ)塗（新設）

ＤＰ(ＦＵＥ)塗（新設）

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

１Ｆ　空気源室

２Ｆ　薬品保管室

線入りガラス　ｔ＝６．８

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

スリガラス　ｔ＝３．０

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

スリガラス　ｔ＝３．０

２Ｆ　薬品保管室、水質試験室

ＷＤ－３ ２木製親子開きフラッシュ戸

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

２

２Ｆ　管理室、ホール

透明ガラス　ｔ＝３．０

ＷＤ－４ 木製片開きフラッシュ戸

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

２木製片開きフラッシュ戸ＷＤ－５

２Ｆ　湯沸室、便所

スリガラス　ｔ＝３．０

２Ｆ　休憩室

木製片開きフラッシュ戸 １

１ＷＤ－１ 木製両開きフラッシュ戸

スリガラス　ｔ＝３．０

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

１Ｆ　薬注室

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

１木製片開きフラッシュ戸ＷＤ－９

２Ｆ　薬品保管室

ＷＤ－６

２Ｆ　管理室、電気室

木製両開きフラッシュ戸 ２

スリガラス　ｔ＝３．０

８０

４０

建具塗装の更新

ＳＯＰ塗（新設）

ＷＤ－１０

スリガラス　ｔ＝３．０

８０

４０

ＳＯＰ塗（新設）

建具枠（四方Ｗ２５）塗装の更新

木製引き違い窓 １ＷＤ－１１

２Ｆ　休憩室

改　　　　修　　　　後

実 施



2,800

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

昇降階段
（外部枠組本足場
900枠H=8.15m）

外部枠組本足場
900枠H=3.0m

外部枠組本足場
900枠H=4.0m

仮設間仕切壁Ｃ種
H=3.6m

仮設間仕切壁Ｃ種
H=3.6m

仮設間仕切壁Ｃ種H=2.7m
仮設間仕切壁Ｃ種H=1.975m～2.555m
仮設間仕切壁Ｃ種H=2.720m～2.865m

仮設間仕切壁Ｃ種H=3.950m～5.400m
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

仮設計画図（参考）(１)

A-051

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

床養生シート敷
（内部工事範囲）

枠組本足場＋防音シート張り

工事用動線

管理用動線

仮設間仕切壁Ｃ種
（単管下地＋壁養生シート）

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

注　記

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

・仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目・床・天井部はテープ貼りとする。

・仮設間仕切り扉寸法は特記なき限り、Ｗ８００、Ｈ２１００とする。

・仮設間仕切り扉の下地は木製とし、仕上をフレキシブル板ｔ＝４（不燃）（常時閉鎖）とする。

・仮設間仕切内の設備機器等は特記なき限り、シート養生とする。

・外壁仕上材の撤去による石綿粉じん飛散防止処理の仮設計画については、工事請負業者の仕様による。

昇降階段＋防音シート張り

Ｎ

１階　仮設計画図（参考）　１／１００

実 施



外部枠組本足場
900枠H=3.0m

外部枠組本足場
900枠H=4.0m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=5.80m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

昇降階段
（外部枠組本足場
900枠H=8.15m）

仮設間仕切壁Ｂ種
H=2.35m

仮設間仕切壁Ｂ種
H=2.5m

仮設間仕切壁Ｂ種
H=3.380m

仮設間仕切壁Ｂ種
H=2.5m

仮設間仕切壁Ｃ種H=3.950m～5.400m

仮設間仕切壁Ｃ種H=2.500m

仮設間仕切壁Ｃ種H=3.950m

仮設間仕切壁Ｃ種
H=3.380m

湯沸室

便所

水質試験室

休憩室
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設 計 者

 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

仮設計画図（参考）(２)

A-052

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

凡　例

床養生シート敷
（内部工事範囲）

枠組本足場＋防音シート張り

工事用動線

管理用動線

仮設間仕切壁Ｃ種
（単管下地＋壁養生シート）

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

昇降階段＋防音シート張り

注　記

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

・仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目・床・天井部はテープ貼りとする。

・仮設間仕切り扉寸法は特記なき限り、Ｗ８００、Ｈ２１００とする。

・仮設間仕切り扉の下地は木製とし、仕上をフレキシブル板ｔ＝４（不燃）（常時閉鎖）とする。

・仮設間仕切内の設備機器等は特記なき限り、シート養生とする。

・外壁仕上材の撤去による石綿粉じん飛散防止処理の仮設計画については、工事請負業者の仕様による。

Ｎ

２階　仮設計画図（参考）　１／１００

実 施



外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

外部枠組本足場
900枠H=8.15m

外部枠組本足場
900枠H=7.19m

昇降階段
（外部枠組本足場
900枠H=8.15m）

外部枠組本足場
900枠H=5.80m

外部枠組本足場
900枠H=3.0m

屋根
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 亘理町逢隈田沢字堰下206-6

位置

設計
年度

図番亘　理　町

工 事 名

施工地名

図 面 名

縮　　尺 1/100

仮設計画図（参考）(３)

A-053

　田沢浄水場耐震補強工事（建築）
　令和6年度　生活基盤施設耐震化等交付金

床養生シート敷
（内部工事範囲）

枠組本足場＋防音シート張り

・外壁仕上材の撤去による石綿粉じん飛散防止処理の仮設計画については、工事請負業者の仕様による。

工事用動線

管理用動線

仮設間仕切壁Ｃ種
（単管下地＋壁養生シート）

仮設間仕切壁　Ｂ種（不燃）
（軽量鉄骨壁下地＋片面石こうボード）

・仮設計画については、参考とする。

・仮設間仕切り・足場等は、現場にて監督員と調整のこと。

・仮設間仕切りは気密性を確保するため、継目・床・天井部はテープ貼りとする。

・仮設間仕切り扉寸法は特記なき限り、Ｗ８００、Ｈ２１００とする。

・仮設間仕切り扉の下地は木製とし、仕上をフレキシブル板ｔ＝４（不燃）（常時閉鎖）とする。

・仮設間仕切内の設備機器等は特記なき限り、シート養生とする。

昇降階段＋防音シート張り

凡　例

注　記

Ｎ

屋根　仮設計画図（参考）　１／１００

実 施


